
展示会報告
C&Cユーザーフォーラム＆iEXPO2014

Orchestrating a brighter world
世界の想いを、未来へつなげる。

2014年11月20日・21日、「C＆Cユーザーフォーラム＆iEXPO2014」が東京国際フォーラムで開催されました。
テーマは新しいブランドメッセージの「Orchestrating a brighter world　世界の想いを、未来へつなげる。」
で、有識者による講演プログラムに加え、社会ソリューション事業に対するNECの広範な取り組みを展示とセ
ミナーで紹介しました。

概要

C＆Cユーザーフォーラム＆iEXPO2014では、2014 年6
月に発表した社会ソリューション事業のブランドメッセージ

「Orchestrating a brighter world　世界の想いを、未来へつ
なげる。」を前面に打ち出して、各種の講演やセミナーととも
に、「社会や暮らしを支える」「企業の価値創造を支える」「社
会やビジネスを変革するNECのICT」「海底から宇宙まで～
NECの先進技術～」の4つのゾーンを設け、100の展示と74
のセミナー、約300のプレゼンテーションが行われました。

展示会場の入り口近くのテーマステージでは、世界のさま
ざまなパートナーの皆様と協奏しながら、より明るく、より快
適な世界“brighter world”を実現するための社会価値創
造へ向けたNECの取り組みが、「触れる地球」とプロジェク
ションマッピングを交えて分かりやすく紹介されました。

社会や暮らしを支える

社会や暮らしの安全・安心を支える、世界トップレベルにある
NECの映像解析・生体認証技術や、サイバーセキュリティの取り
組みなどを紹介するゾーンです。特に、今後ますます増加する訪
日外国人旅行者に向けた「おもてなしIT」の提案もありました。

群衆行動の解析
群衆行動解析技術は、監視カメラで撮影した群衆映像

から混雑状況を解析し、行動の異常や危険の兆しを察知す
るものです。展示ディスプレイには、実際の展示会場の混
雑状況がヒートマップとして色分け表示され、同時に大まか
な人数も表示されていました。刻 と々変化する会場のヒート
マップを目にしながら、多くの来場者が熱心に解説を聞いて
いました（写真1）。

 

写真1　リアルタイムに変化するヒートマップ（左上）
には、多くの来場者が注目
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サイバー攻撃対策のための情報セキュリティ
ここでは、2014年11月19日の記者会見「サイバーセキュ

リティ事業強化」の内容も反映され、NECのサイバーセキュ
リティの取り組みと実績、サイバー攻撃対策/内部情報漏え
い対策、CSIRT（Computer Security Incident Response 
Team）構築支援などが展示されました。

映像鮮明化技術・顔認証技術
暗がりや濃霧などの悪環境にあっても監視カメラ映像を

鮮明にしてみせる技術は、研究開発中のものですが、NEC
の映像解析技術のレベルの高さを示すものでした。

また、群衆の顔画像を瞬時に解析し特定の人物や迷子な
どを特定するという、パブリックセーフティへの応用技術が
紹介されました。更に、学習データから映像情報を補完す
るNECの独自技術により、遠距離から撮影されて不鮮明な
自動車のナンバープレートの映像を推定する技術も紹介さ
れました。

音声認識による議事録作成支援ソリューション
会議の議 事録 作成などに役立つ「VoiceGraphy」は、

NECの世界トップレベルの音声認識技術をもとに会議音声
を解析し、文字変換して発話者ごとに記録するシステムで
す。音声認識技術の応用による議事録作成の大幅な効率
化に加え、利用者の使い勝手にこだわった操作画面など、
そのユーザビリティの高さが評価され、2013年度グッドデザ
イン賞を受賞しています。

アウトドア無線通信システム
ソフトウェア無線による緊急モバイルネットワークやイ

メージングソリューションなど、防災・災害対策に向けたソ
リューションが紹介されるなか、迅速な屋外ネットワークの
構築に威力を発揮するのが、NECの誇る無線通信システム

「PASOLINK」です。今回展示された「iPASOLINK EX」
は、新規格に準じた80GHz帯の無線周波数を使用する
3Gbpsの狭帯域超高速無線伝送装置です。ポールなどに取
り付けて使用できるコンパクトさが注目されました。

マイナンバー対応で広がるATMサービス
今回の展示全体の中でも多くの来場者の注目を集めてい

たのが、「個人番号カード」に対応するATMの参考出展で
した。2015年度に予定されている「マイナンバー制度」の法

施行を前に、自治体の住基カードはもとよりキャッシュカー
ドにも兼用しうるものとして「個人番号カード」が注目されて
います。

NECは、顔認証技術を活用してセキュリティを強化した
ATMで、銀行口座開設や引っ越しに伴う水道・ガス会社な
どへの住所変更手続きといった、マイナンバー制度との連携
によりさまざまなサービスが利用可能になる将来像を示しま
した（写真2）。人々の暮らしの利便性向上とセキュリティ
への不安というテーマに1つの試案を提示したものです。

 
下水道管路マネジメントシステム

5つのカメラを頭部に付けたロボットが、下水道管の中を
走って内部を撮影し、画像認識技術によりひび割れなどの
異常を検知するというシステムの展示にも、多くの来場者が
足を止めていました（写真3）。インフラの劣化が懸念され

写真2　個人番号カードに対応するATMは、顔認証で
セキュリティを強化

写真3　狭く暗い下水道管の内部を検査するロボット
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る昨今、このシステムは約10m/分（人力では約300m/日）
で処理できることから、迅速かつ効率的な点検に役立てら
れることが期待されます。

 
ICT活用によるヘルスケアへの取り組み

慢性の血圧障害などを持つかたへの診療として、降圧剤
などを服用後、24時間血圧計を装着して経過を記録するこ
とがあります。しかしポンプや電源などを常に携行し、腕を
圧迫され続けるのは大変なストレスです。これを軽量かつ
低圧迫にし、解析した波形をネットワークで測定器によるに
送るようにしたのが「低負荷血圧測定技術」です（写真4）。
最高血圧に達する前に血圧を推計できるため、ベルトによる
腕の圧迫が少なくて済み、利用者のストレスを軽減できます。

 
おもてなしサイネージ

今回の展示では、従来独立していたデジタルサイネージや
ディスプレイ関連の展示が、さまざまな利用シーンのなかで
紹介されていました。その1つが「おもてなしサイネージ」で
す。一般的なニュースや広告だけでなく、観光客向けに日英
中韓などの各種言語で現在地周辺の地図を表示して、そこ
に観光名所や飲食店、トイレなどユーザーが知りたい情報
を選んで表示させることもできます。

街中の蓄電池を束ねるエネルギークラウド技術
ここでは、最新の小型蓄電システムをはじめ、グローバル

に展開する「NEC Energy Solutions」の大型蓄電システム、
EV/PHV充電インフラなどが紹介されました。

また、2014年10月にCEATEC AWARD 2014 経済産業

大臣賞を受賞した、街中に存在する蓄電池を束ね、ICTで
リアルタイムに充放電制御を行うことで、仮想的な大容量蓄
電池として利用する「エネルギークラウド」も展示されてい
ました。

教育ICT
現在、小学校や中学校などの教育現場に電子黒板やタブ

レットが急速に普及しており、先生方はそれを授業や校務に
使いこなそうと懸命に取り組んでいます。このコーナーで
は、模擬授業を通して電子教材の活用を紹介する他、短焦
点プロジェクターと赤外線センサを組み合わせた「タッチモ
ジュール」が参考出展されました。このタッチモジュールは
黒板に向けた指先の動きを感知し、専用のペンがなくてもア
プリケーションを操作できるようにしたものです。

企業の価値創造を支える

ここでは、多様なビジネス環境へのスピーディな対応を可
能にするワークスタイル変革、スマートオフィスビルソリュー
ション、「造る～運ぶ～売る」（スマートショッピング、製造
業向けソリューション）、業種共通ソリューションなどが紹介
されました。社会ソリューション事業に注力するNECが、
これまでお客様企業とともに取り組んできた実績や、新たな
技術とその提案を見せるゾーンでした。

来店者の購買行動を「見える化」
「人物行動分析サービス」は、来店者について顔認証によ

り性別・年齢を推定し、店内をどう動いたか、どんな棚のど
んな商品に興味を持ったか、そして実際に売り上げにどうつ
ながったかなどをトレースできるようにするものです。購買
までの行動が「見える化」され、分析可能になります。

また、「棚前行動分析」も紹介されました。これは特定の
棚、特定の商品に基準を置いて、どんな客層（年齢、男女な
ど）が、どの商品をどのくらいの時間手にとって見ていたか
で、その商品に対する興味を「見える化」し、マーケティン
グに役立てようというものです。

より身近で便利になった画像認識サービス
世界トップクラスを誇る画像認識サービス「GAZIRU」は、

既に実際の現場に導入された事例も出てきました。スマート
フォンのカメラで商品パッケージやテレビ映像などを撮影す

写真4　実際に試してみるお客様も多かった低負荷血圧
測定装置
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ると、即座に認識して商品を特定。それに関連したクーポ
ンや詳細情報、あるいは購入できる店やECサイトへ誘導し
てくれます。高度な画像認証や顔認証技術が、より身近な
サービスに活用される時代になったことの一例といえます。

また、小売店舗に来たお客様がポイントカードを忘れたと
しても、カメラ付きのKIOSK端末で顔を認証させれば、ポ
イント加算処理がされるといったシステムも紹介されました。

M2M/IoTで生まれる付加価値
機械と機械が人の手を介さずに情報交換し、高度な制御・

動作を行うM2M（Machine to Machine）、あらゆるモノが
インターネットにつながるIoT（Internet of Things）は、製
造業においても注目されています。M2M/IoTで何ができる
か？その1つを見せてくれた展示がありました。

ブースでひときわ目を引いた部品仕分け用のロボットアー
ム（株式会社デンソーウェーブ製）。クラウドサービスから
このロボットの稼働状況を監視し、製造の指示ができます。
また、ロボットの電流・負荷などの稼働情報に加え、振動セ
ンサの情報から異常を検知して、保守・運用担当者へ通知
します（写真5）。これにより保守・運用担当者は故障など
の予兆を知ることができ、交換部品の提供機会などを逃す
こともありません。

 
画像・重量検品支援システム

既に物流現場で活躍している業界初の「画像・重量検品
支援システム」が、実際の検品ユニットとともに展示されまし
た。このシステムが導入されているのは、パンフレットなど
を大量に扱う物流倉庫です。これまで出荷前の検品には二
重・三重の目視確認を実施し、多くの時間をかけていました。

その作業を、重量計とNECの世界トップクラスの画像認識
技術を活用することで大幅に効率化し、より精度の高い出
荷品質を実現しています。

重量計とカメラがセットになった検品ユニットに検品対象
のパンフレットを置くと、画像認識により商品の品目を、重
量計により商品の部数を特定します（写真6）。商品に管理
バーコードやタグがなくても使える利点から、今後は立体物
への応用が期待されています。

 
事業継続計画（BCP）支援ソリューション

ここでもマイナンバー制度への対応に関連付けたソリュー
ションが紹介されました。それは、事業継続計画（Business 
Continuity Planning：BCP）において、制度導入によって
発生する膨大な個人情報の管理に対する備えを訴求するも
のでした。

社会やビジネスを変革するNECのICT

SDNソリューション、ビッグデータソリューション、クラウド基
盤/クラウド基盤を支えるプラットフォームが展示されました。

SDNソリューション
これまで複雑な手順で切り替えられてきたネットワーク

を、ソフトウェアにより容易に制御できるようにしたSDN写真5　ロボットの稼働状況をリアルタイムに遠隔監視

写真6　人手で商品を判別し計量していた検品作業を
大幅に効率化
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（Software-Defined Networking）技術は、通信事業者や
データセンター事業者だけでなく、大小さまざまな規模の
ネットワークを持つ企業・官公庁のお客様にも続 と々導入さ
れています。

今年は「1分でわかるSDNコーナー」を設けてSDNを分
かりやすく説明するとともに、JR東日本様やNEXCO西日
本様の事例も紹介されました。

ビッグデータソリューション
NECのビッグデータに対する取り組みが、ステージやデモ

ンストレーションを交えた展示で紹介されました。
「いつもと違う」を検知する「インバリアント分析技術」を

用いた「プラント故障予兆ソリューション」や、「異種混合学
習技術」による「エネルギー需要予測ソリューション」など、
お客様と取り組んだ実績が紹介され、多くの来場者の関心
を集めていました。

しかしながら、ビッグデータ活用の本格化は始まったばか
りです。今後これらの技術が活用され、データから有意義
な情報を見出し、ビジネスに新たな価値を生み出していくこ
とが期待されます。

クラウド基盤/クラウド基盤を支えるシステムプラット
フォーム

クラウド/ビッグデータ時代を支えるデータセンターでは、
より高性能なプラットフォームが求められています。最先端
の冷却技術「相変化冷却ユニット」により省電力を実現し
た高集積サーバとファシリティを組み合わせ、ホスティング
サービスに必要なICTリソースを1ラックに集約した「Cloud 
Platform Suite データセンターパッケージ」に関心が集まり
ました（写真7）。Interop Tokyo 2014において、データセ
ンタ＆ストレージ部門 グランプリを受賞するなど、高い評価
を得ています。

 
コンピュータとネットワークの融合技術「ExpEther」

Interop Tokyo 2014でフロンティア・チャレンジ部門 特
別賞を受賞した「ExpEther」（エクスプレスイーサ）は、ネッ
トワークを介してコンピュータ資源を拡張できる技術です。

導入事例として紹介された製造工場では、熱・湿気・ほこ
りなどにより工場内に設置したコンピュータが頻繁に故障す
る問題を抱えていました。ExpEtherの導入により、ホスト
コンピュータは工場事務所に設置し、工場ではExpEtherク

ライアントを利用することで、コンピュータの故障リスクを減
らし、更には運用管理コストの抑制を実現しています。

海底から宇宙まで ～NECの先進技術～

世界の情報通信の99％を担う海底ケーブル
情報通信の99％は、実は海底ケーブル経由という事実を

意外に思うかたは多いのではないでしょうか。超長距離光
ファイバ伝送技術で大陸間通信を可能にし、その性能は、
100Gbpsの高密度光波長多重伝送技術、水深8,000mで25
年間稼働する超高信頼性がなくてはなりません。NECは
2014年度だけでも5つの大きな海外プロジェクトを受注して
います（写真8）。手掛けたケーブルの総延長は地球 5周
分の20万kmにも及び、世界のトップ3に入っています。ま

写真7　「Cloud Platform Suite」（左：マイクロモジュ
ラーサーバ、右：省電力を実現する相変化冷却ユニット）

写真8　海底ケーブル中継器の実機（下）と
NECが手掛けるプロジェクト（右上）
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関連URL
NECの社会ソリューション
http://jpn.nec.com/profile/solutionsforsociety/index.
html

マイナンバー（社会保障・税番号制度）インフォメーション
http://jpn.nec.com/mynumber/index.html

NEC SDN Solutions
http://jpn.nec.com/sdn/

ビッグデータ
http://jpn.nec.com/bigdata/

クラウド
http://jpn.nec.com/cloud/

宇宙ソリューション
http://www.nec.co.jp/solution/space/

た海底ケーブルは、地震・津波観測システムにも応用され、
NECは人々の安全・安心な暮らしの実現に貢献しています。

 
注目を集めた小惑星探査機「はやぶさ2」

2014年12月3日に打ち上げられ、2020年の年末に帰還す
る予定の小惑星探査機「はやぶさ2」は、JAXA指導のもと、
NECがシステムの取りまとめを担当し、開発・製造・試験・
運用に携わっています。「はやぶさ」で実証したイオンエンジ
ンを更に改良し、姿勢制御システムも向上させています。

会場には天井に「はやぶさ2」の実物大シルエット、ケース
に1/8スケールの模型が展示され、注目を集めていました。
また、2014年6月に府中事業場に新設された「衛星インテグ
レーションセンター」にある巨大なチェンバー（密閉実験室）
の直径8m実物大シルエットも多くの来場者を驚かせていま
した。

*	本誌に掲載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録
商標です。
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ICTシステムを担うこれからのクラウド基盤特集によせて
NECのクラウド基盤への取り組み

◇ 特集論文
NEC C&Cクラウド基盤　NEC Cloud IaaSのサービス
マルチ環境統合を実現するポータルサービス
多用途環境に対応するハイブリッド型サーバサービス
多様なネットワーク環境を提供するネットワークサービス
内部統制手法を活用した堅牢なセキュリティサービス
クラウド基盤を支えるデータセンターサービス

NEC C&Cクラウド基盤を支える製品、最新技術
運用の自動化によりトータルコストを最適化する 「WebSAM vDC Automation」
運用自動化により効率的な管理を実現する統合運用管理基盤
データセンターのTCO削減に貢献するマイクロモジュラーサーバ及び相変化冷却機構
クラウド環境に適した高信頼基盤を提供するiStorage M5000
データ保存に最適な、優れた圧縮効率と高速性を両立するiStorage HSシリーズ
大規模データセンターの管理自動化をサポートするSDN対応製品 UNIVERGE PFシリーズ
省電力を実現する相変化冷却技術・熱輸送技術
	
NEC C&Cクラウド基盤の将来技術
低コスト・省電力・低フットプリントを実現するアクセラレータ活用技術
スケールアップにより多種多様なコンピューティングを実現するResource Disaggregated Platform
クラウド環境を対象にしたモデルベース設計支援技術
モデルベースでのサイジングと構成管理によりクラウド上のSIを効率化するクラウド型SI
ビッグデータ分析とクラウド 〜異常を見抜くインバリアント分析技術〜

導入事例
クラウドで遠隔監視保守システムの安定稼働を実現　全国約1,100基のタワーパーキングの安全を支える
ビジネスの中核を担うシステムをNEC Cloud IaaSへ移行　NECのトータルサポート力を評価
クラウド基盤サービスでグループのIT環境を共通化　ITガバナンスのさらなる強化を目指す
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